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ゲ

ッ

ツ

・

ア

リ

ー

著

／

芝 

健

介

訳 

『

ヒ

ト

ラ

ー

の

国

民

国

家 

 
 

―

―

強

奪

・

人

種

戦

争

・

国

民

的

社

会

主

義

―

―

』 

岩

波

書

店 
 

二

〇

一

二

・

六

刊 

Ａ

５ 

四

三

四

頁 

八

〇

〇

〇

円 

  

本

書

は

二

〇

〇

五

年

に

刊

行

さ

れ

た

ド

イ

ツ

の

歴

史

家

に

し

て

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

、

ゲ

ッ

ツ

・

ア

リ

ー

の

著

作

の

翻

訳

で

あ

る

。

ア

リ

ー

は

本

書

で

、

ナ

チ

体

制

は

な

ぜ

ユ

ダ

ヤ

人

絶

滅

政

策

を

遂

行

し

え

た

の

か

と

い

う

、

こ

れ

ま

で

納

得

の

い

く

答

え

が

出

さ

れ

て

い

な

い

問

題

、

そ

し

て

そ

う

し

た

犯

罪

を

可

能

に

し

た

国

民

統

合

は

い

か

に

し

て

達

成

さ

れ

た

の

か

と

い

う

問

題

に

つ

い

て

、

ナ

チ

国

家

の

財

政

と

社

会

政

策

の

側

面

か

ら

そ

の

メ

カ

ニ

ズ

ム

を

分

析

し

た

。 

 

本

書

は

四

部

一

四

章

で

構

成

さ

れ

て

い

る

。

第

一

部

「

ム

ー

ド

作

り

政

治

の

全

開

」

第

一

章

で

、

ナ

チ

体

制

が

伝

統

的

エ

リ

ー

ト

す

な

わ

ち

官

僚

や

軍

人

と

い

っ

た

専

門

家

の

協

力

だ

け

で

な

く

、

ユ

ダ

ヤ

人

を

は

じ

め

と

す

る

異

質

分

子

の

撲

滅

と

表

裏

一

体

の

関

係

に

あ

る

ド

イ

ツ

民

族

内

の

平

準

化

に

よ

っ

て

大

多

数

の

国

民

の

支

持

を

得

た

こ

と

が

述

べ

ら

れ

て

か

ら

、

第

二

章

で

問

題

設

定

、

先

行

研

究

の

紹

介

、

史

料

状

況

の

説

明

が

な

さ

れ

る

。

第

三

章

で

は

、

大

衆

の

支

持

を

獲

得

し

維

持

す

る

に

は

彼

ら

の

経

済

的

負

担

の

軽

減

と

国

家

の

財

政

状

況

の

改

善

が

肝

要

で

あ

り

、

そ

の

実

現

の

た

め

に

戦

争

の

準

備

と

遂

行

、

ユ

ダ

ヤ

人

の

財

産

没

収

、

強

制

移

送

と

大

量

虐

殺

、

富

裕

層

の

負

担

増

、

国

民

と

く

に

出

征

兵

士

家

族

の

福

祉

の

充

実

と

い

っ

た

諸

政

策

が

相

互

に

関

連

し

つ

つ

実

施

さ

れ

た

事

情

が

述

べ

ら

れ

る

。 

 

第

二

部

「

従

属

と

利

用

」

で

は

、

ド

イ

ツ

国

民

の

負

担

を

増

や

す

こ

と

の

な

い

よ

う

に

行

わ

れ

た

戦

争

資

金

調

達

法

と

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

各

地

で

の

物

資

と

食

糧

の

強

奪

の

あ

り

さ

ま

、

す

な

わ

ち

占

領

初

期

の

ド

イ

ツ

銀

行

証

券

導

入

に

よ

る

通

貨

を

通

じ

た

略

奪

（

第

一

章

）

、

ド

イ

ツ

軍

兵

士

に

よ

る

占

領

地

で

の

大

規

模

な

物

資

購

入

、

強

制

移

送

さ

れ

た

ド

イ

ツ

と

西

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

ユ

ダ

ヤ

人

の

資

産

を

元

手

に

し

た

ド

イ

ツ

国

民

に

対

す

る

物

質

的

ケ

ア

（

第

二

章

）

、

西

部

占

領

地

域

に

お

け

る

占

領

経

費

負

担

や

直

接

的

な

物

資

収

奪

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

形

態

を

と

っ

た

略

奪

（

第

三

章

）

、

東

部

占

領

地

域

か

ら

ド

イ

ツ

本

国

に

投

入

さ

れ

た

強

制

労

働

者

の

搾

取

、

ド

イ

ツ

軍

用

食

糧

の

現

地

調

達

が

も

た

ら

し

た

ソ

連

軍

捕

虜

の

餓

死

と

ユ

ダ

ヤ

人

の

大

量

殺

害

（

第

四

章

）

に

つ

い

て

叙

述

さ

れ

る

。 

 

第

三

部

「

ユ

ダ

ヤ

人

資

産

の

没

収

」

（

全

四

章

）

で

は

、

ド

イ

ツ

の

同

盟

国

と

占

領

地

域

に

お

い

て

、

具

体

的

な

経

緯

に

そ

れ

ぞ

れ

相

違

は

あ

っ

て

も

、

占

領

経

費

調

達

と

イ

ン

フ

レ

抑

止

の

た

め

に

ユ

ダ

ヤ

人

資

産

が

必

要

と

さ

れ

た

こ

と

が

、

ユ

ダ

ヤ

人

の

資

産

没

収

、

強

制

移

送

そ

し

て

殺

害

へ

の

強

い

推

進

力

と

な

っ

た

こ

と

が

示

さ

れ

る

。 

 

第

四

部

「

国

民

福

祉

の

た

め

の

犯

罪

」

（

全

三

章

）

は

本

書

の

ま

と

め

と

結

論

の

部

分

で

あ

る

。

ユ

ダ

ヤ

人

の

迫

害

と

虐

殺

は

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

み

で

な

く

、

む

し

ろ

経

済

的

利

害

に

も

と

づ

く

所

行

で

あ

っ

た

。

国

内

の

安

定

を

維

持

す

る

た

め

に

肝

要

と

さ

れ

た

国

民

の

福

祉

へ

の

配

慮

に

よ

っ

て

、

他

民

族

の

犠

牲

の

上

に

平

凡

な

ド

イ

ツ

人

が

物

質

的

利

益

を

得

た

こ

と

、

そ

し

て

官

僚

や

軍

人

が

財

政

の

観

点

か

ら

ユ

ダ

ヤ

人

絶

滅

政

策

の

立

案

と

実

施

に

関

与

し

た

こ

と

に

、

ナ

チ

体

制

に

よ

る

犯

罪

行

為

が

可

能

に

な

っ

た

基

盤

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

。 



『史学雑誌』第 122 編 第 6号 「新刊紹介」                 2013 年 6 月 20 日発行 

 

公益財団法人史学会 編集・発行 

 

 

©Shigakukai, Tokyo, 2013. 

 

ア

リ

ー

は

本

書

に

よ

っ

て

、

東

部

民

族

移

動

政

策

の

挫

折

が

ユ

ダ

ヤ

人

大

虐

殺

を

引

き

起

し

た

と

す

る

『

最

終

解

決

』

（

法

政

大

学

出

版

局

 

一

九

九

八

年 

原

書

は

一

九

九

五

年

刊

行

）

に

つ

づ

き

、

ホ

ロ

コ

ー

ス

ト

研

究

に

お

い

て

ま

た

新

た

な

独

創

的

な

見

解

を

提

示

し

え

た

と

い

え

る

だ

ろ

う

。

（

若

林

美

佐

知

） 


